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本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の

で
す
。 

倭
（や
ま
と
）
は
高
天
原
と
葦
原
中
国
を
制
し
て

い
た
出
雲
王
国
と
争
い
、
国
譲
り
に
よ
っ
て
高
天

原
が
治
め
る
国
に
な
り
ま
す
。 

高
天
原
を
治
め
て
い
た
天
照
大
神
を
祀
る
伊
勢

神
宮
、
高
天
原
の
目
に
大
和
を
治
め
て
い
た
出

雲
の
大
国
主
命
を
祀
る
出
雲
大
社
。
日
本
の
神

社
信
仰
の
始
ま
り
に
あ
る
両
神
社
の
信
仰
の
由

来
を
探
る
旅
で
す
。 
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は
じ
め
に 

 
本
冊
子
は
、
筆
者
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
中
で
、
講
義
録
を
製
本
化
し
た
も
の
で
す
。 

筆
者
は
、
以
前IT

メ
ー
カ
ー
のSE

や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
専
門
で
し
た
。
十
年
ほ
ど
前
か
ら
大
学
で
の
講
義
を
き
っ
か
け
に
古
代
の

文
化
や
歴
史
に
興
味
が
湧
き
、
古
代
史
の
テ
キ
ス
ト
を
作
り
講
義
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

元
々
、
素
人
が
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
訳
で
す
か
ら
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
（以
降
は「
記
紀
」と
い
う
）が
読
め
な
か

っ
た
り
、
古
代
史
は
良
く
分
か
ら
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
初
心
者
の
方
々
が
持
た
れ
る
感
覚
が
同
様
に
疑
問
に
な
り
ま
し
た
。 

当
該
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
が
以
外
に
人
気
が
あ
る
の
は
、
素
人
の
視
点
で
不
明
点
を
解
説
す
る
こ
と
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
体
系
化
さ
れ
て
い
て
分
か
り
易
い
と
お
褒
め
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
元SE

と
し
て
シ
ス
テ
ム
設
計
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

体
系
化
す
る
こ
と
が
性
癖
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

古
代
史
シ
リ
ー
ズ
５ 

「
日
本
の
神
社
と
神
々
」の
第
二
部「
伊
勢
信
仰
と
大
国
主
（出
雲
）信
仰
の
神
」
で
は
、
天
照
大
御
神
を
祭
祀

す
る
神
道
体
系
の
頂
点
に
あ
る「
伊
勢
神
宮
」の
創
建
の
由
来
と「
お
伊
勢
参
り
」に
代
表
さ
れ
る
伊
勢
信
仰
の
要
因
を
捉
え
ま
す
。
ま

た
、
葦
原
中
国
を
支
配
し
て
い
た
出
雲
大
国
は
大
国
主
命
が
高
天
原
へ国
譲
り
を
す
る
時
に
、
出
雲
大
社
を
創
建
し
て
も
ら
い
ま
す
。

両
神
社
の
由
来
と
特
徴
を
解
き
明
か
し
て
い
き
ま
す
。 

本
冊
子
は
、
記
紀
を
読
み
解
く
た
め
に
、
参
考
図
書
を
主
体
的
に
活
用
し
記
紀
で
裏
付
け
を
す
る
形
で
進
み
ま
す
。
図
柄
は
ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア

か
ら
か
な
り
引
用
し
て
い
ま
す
。
活
用
し
ま
し
た
主
要
参
考
図
書
は
次
の
通
り
で
す
。 

 ＋
「
な
ぜ
八
幡
神
社
が
日
本
で
一
番
多
い
の
か
」 

島
田
裕
巳
著
（幻
冬
舎
） 

＋
「
日
本
の
神
社 

伊
勢
神
宮
（内
宮
）」（
デ
ィ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
） 

＋
「
日
本
の
神
社 

伊
勢
神
宮
（下
宮
）」（
デ
ィ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
） 

＋
「
神
宮1

25

社
巡
拝
案
内
」（伊
勢
神
宮
崇
敬
会
） 

＋
「
元
伊
勢
籠
神
社
御
由
緒
略
記
」（元
伊
勢
籠
神
社
） 

＋
「
日
本
の
神
社 

出
雲
大
社
」（
デ
ィ
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ニ
出
版
） 

＋
「
出
雲
風
土
記
」 

加
藤
義
成
校
注
（報
光
社
） 

＋
「
出
雲
と
大
和
の
あ
け
ぼ
の
」 

斎
木 

雲
州
著
（大
元
出
版
） 
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＋
「
熊
野
大
神
」
（加
藤
隆
久
著
、
戎
光
祥
出
版
） 

＋「
日
本
書
紀
」 

（宇
治
谷 

孟
著
、
講
談
社
） 

＋
「
古
事
記
」 

（
竹
田
恒
泰
著
、
学
研
）な
ど 

本
冊
子
の
古
代
史
シ
リ
ー
ズ
５「
日
本
の
神
社
と
神
々
」の
第
二
部「
伊
勢
信
仰
と
大
国
主
（出
雲
）信
仰
の
神
」の
全
体
構
成
は
次
の

目
次
に
上
げ
て
お
き
ま
す
。 
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古
代
史
シ
リ
ー
ズ
５ 

「
神
社
と
神
々
」 

第
二
部「
伊
勢
信
仰
と
大
国
主
（出
雲
）信
仰
の
神
」の
目
次 

 

第
一
章 
「
伊
勢
神
宮
の
神
と
特
性
」 

 ......................................................... 

５ 

天
照
大
御
神
の
位
置
づ
け
と
伊
勢
神
宮
の
特
性
を
全
体
像
で
掴
み
ま
す
。 

 第
二
章 

「
伊
勢
神
宮
の
由
来
と
広
が
り
」 
 .............................................. 

１
４ 

伊
勢
神
宮
の
創
建
由
来
と
お
伊
勢
様
信
仰
の
背
景
を
掴
み
ま
す
。 

 

第
三
章 

「
大
社
造
り
と
社
殿
の
神
々
」 

 .................................................. 

２
４ 

大
社
造
り
と
熊
野
の
神
と
伊
勢
の
神
と
の
位
置
づ
け
を
把
握
し
ま
す
。 

 

 第
四
章 

「
出
雲
の
神
々
と
大
社
創
建
」 ................................................... 

３
３ 

書
紀
を
通
し
て
の
熊
野
大
社
の
由
来
、
大
国
主
命
と
そ
の
関
係
神
を
把
握
し
ま
す
。 

 第
五
章 

「
出
雲
大
社
の
祭
祀
」 .............................................................. 

４
６ 

出
雲
大
社
の
祭
祀
と
熊
野
大
社
関
係
を
理
解
し
ま
す
。 

 

お
わ
り
に .............................................................................................. 

５
７ 
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◆
第
一
章 

「
伊
勢
神
宮
の
神
と
特
性
」の
目
次 

 

 
第
一
話 

伊
勢
神
宮
の
全
体
概
要 .................................................................. 

６ 

 
 第

二
話 
祭
祀
構
造 .................................................................................... 

７ 

 

第
三
話 

建
築
様
式
と
社
殿
配
置 

 ................................................................ 

９ 

 

コ
ラ
ム
：
「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
と
金
剛
界
曼
荼
羅
」 

 ....................................... 

１
２ 

 
 



 

6 

 

第
一
話 

伊
勢
神
宮
の
全
体
概
要 

  
伊
勢
神
宮
は
神
の
名
前
で
は
な
く
天
皇
の
祖
先
で
あ
る「
天
照
大
御
神
（ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
）」を
祀
る
場
所
を
表
す
。「
お
伊
勢
様
」で

知
ら
れ
る
皇
室
の
祖
先
は「
皇
祖
神
」と
さ
れ
、
記
紀
に
お
い
て
正
当
性
を
持
っ
て
登
場
す
る
神
道
（し
ん
と
う
）の
中
核
の
神
で
あ
る
。  

 

祭
神
構
成
は
、
天
照
大
御
神
を
祀
る「
内
宮
（な
い
ぐ
う
）」、
豊
受
大
御
神
（ト
ヨ
ウ
ケ
オ
オ
ミ
カ
ミ
）を
祀
る「
外
宮
（げ
ぐ
う
）」か
ら
な
る

（
参
照
資
料1

-1
）
。
正
式
名
称
は
そ
れ
ぞ
れ「
皇
大
神
宮
（こ
う
た
い
じ
ん
ぐ
う
）」、「
豊
受
大
神
宮
（と
よ
う
け
だ
い
じ
ん
ぐ
う
）」と
い
う
。
伊

勢
神
宮
と
は
、
祭
神
が
坐
ま
す
正
宮
（し
ょ
う
ぐ
う
）の
他
に
別
宮
（べ
つ
ぐ

う
）、
摂
社
（せ
っ
し
ゃ
）、
末
社
（ま
っ
し
ゃ
）、
所
管
社
（し
ょ
か
ん
し
ゃ
）か
ら
な

る
。
別
宮
が
十
四
社
、
摂
社
が
四
十
三
社
、
末
社
が
二
十
四
社
、
そ
の
衣
食
住

を
司
る
所
管
社
は
正
宮
所

管
が
三
十
四
社
、
別
宮
が
八

社
。
正
宮
を
含
め
て
、
百
二

十
五
社
を
合
わ
せ
て
伊
勢

神
宮
と
い
う
。 

別
宮
と
は
、
御
正
宮
の『
わ

け
み
や
』と
い
う
意
味
で
、
御

正
宮
に
つ
い
で
尊
い
お
宮
の
こ

と
を
い
い
ま
す
（参
照
資
料

1-2,3

）。
例
え
ば
、
伊
邪
那

岐
宮
、
伊
邪
那
美
宮
な
ど
が

別
宮
で
す
。
皇
大
神
宮
（内

宮
）
に
十
ヶ
所
、
豊
受
大
神

宮
（外
宮
）に
四
ヶ
所
の
別
宮

が
あ
り
ま
す
。
摂
社
は
延
喜

式
神
名
帳
（え
ん
ぎ
し
き
じ

参照資料1-1：内宮・外宮配置

内宮（皇大神宮）

外宮（豊受大神宮）

宇治橋

五十鈴川

宇治橋からの日の出 内宮（新社殿地と古社殿地）

出典：ウィキペディアから原図引用

参照資料1-2 ：伊勢神宮別宮14社マップ

出典： ウィキペディア
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ん
み
ょ
う
ち
ょ
う
）に
記
述
さ
れ
、
末
社
は
本
宮
の
由
来
を
記

す
延
暦
儀
式
帳
（え
ん
り
ゃ
く
ぎ
し
き
ち
ょ
う
）に
そ
の
由
来
に

関
わ
り
記
述
さ
れ
て
い
る
神
社
で
す
。
所
管
社
は
正
宮
や
別
宮

に
直
接
関
わ
り
合
い
が
あ
り
、
水
や
酒
、
米
、
塩
、
絹
、
麻
な
ど

衣
食
住
を
司
る
神
々
が
多
く
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

伊
勢
以
外
で
天
照
大
御
神
を
祀
る
神
社
は
、
神
明
社
、
神
明

宮
、
皇
大
神
宮
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
代
表
的
な
神
明
社
は
、
芝

大
神
宮
、
石
川
の
金
沢
神
明
宮
、
長
野
の
仁
科
神
明
宮
、
京
都

の
日
向
（ひ
む
か
い
）
神
明
宮
（日
向
大
神
宮
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。 

  

第
二
話 

祭
祀
構
造 

内
宮
は
天
照
大
御
神
を
祭
る
。
神
仏
習
合
時
に
は
、
天
照
大

御
神
の
本
地
仏
は
大
日
如
来
（金
剛
界
大
日
如
来
）と
さ
れ

た
。
ご
神
体
は
八
咫
鏡
（ヤ
タ
ノ
カ
ガ
ミ
）、
相
殿
（あ
い
ど
の
）

は
、
天
手
力
男
神
（マ
メ
ノ
タ
ジ
カ
ラ
オ
ノ
カ
ミ
）、
ご
神
体
は

「
弓
」。
栲
幡
千
千
姫
命
（
タ
ク
ハ
タ
チ
ヂ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）、
ご
神

体
は「
剣
」で
あ
る
。
天
手
力
男
神
は
天
の
岩
戸
を
引
き
開
け
た

手
の
あ
ま
り
あ
る
力
の
神
で
、
瓊
瓊
杵
尊
（
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）の

随
伴
神
と
し
て
天
孫
降
臨
す
る
神
で
あ
る
。
天
照
大
御
神
の
守

護
神
で
相
殿
に
鎮
座
す
る
。
栲
幡
千
千
姫
命
の「
栲
（た
く
）」

は
、
衣
を
作
る
際
の
繊
維
と
な
り
、「
幡
（は
た
）」は
繊
維
を
織

る
機
械
の
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
す
な
わ
ち
、「
織
物
の
神

様
」を
表
し
て
い
る
。
衣
食
住
の「
衣
」を
受
け
持
つ
神
で
あ
る
。

出典： 日本の神社「伊勢神宮（内宮、外宮）デアゴスティーニ、

N
o

別宮名 祭神
場
所

祭神概説

内
宮

３ 荒祭宮（あらまつりのみや） 天照大御神荒魂 内 天照大御神の荒魂を祀る10別宮で最大の別宮

５ 月読宮（つきよみのみや） 月読尊 月 天照大御神の弟神。月の満ち欠けを教え暦を司る神

６ 月読荒魂宮 月読尊の荒御魂 月 月読尊の荒御魂を祀る

７ 伊佐奈岐宮 伊弉諾尊 月 天照大御神の御父神

８ 伊佐奈弥宮 伊弉冉尊 月 天照大御神の御母神

ー 瀧原宮 天照大御神御魂（和魂） 瀧 皇大神宮の遙宮（とおのみや）と称され最初の宮

ー 瀧原竝宮(ならびのみや） 天照大御神御魂（荒魂） 瀧 瀧原宮と二宮並んで奉斎されている

ー 伊雑宮（いざわみや） 天照大御神御魂 別

磯部（いそべ）の大神宮さんと呼ばれ、志摩一円の
漁業関係者の信仰があつい。特に漁師や海女さんは「磯
守（海幸木守）」を受け、身につけて海に入るのが風習となっ
ている。

１
２

風日祈宮（かざひのみの
みや）

級長津彦命（しなつひこの

みこと）、級長戸辺命（し
なとべのみこと）

内
風の神。農作物の成長に風雨の災害のないようお祈
りする 風日祈の神事 に由来。元寇撃退となった、伊勢
の神風の話しが伝えられている

１
３ 倭姫宮 倭姫命（やまとひめ） 別

天照大御神の御杖代（みつえしろ）となって、皇大神
宮ご創建のご功績。

外
宮

４ 多賀宮（たかのみや） 豊受大御神荒御魂 外 豊受大御神の荒御魂。外宮の四別宮のうち、第一位

１
４ 土宮 大土乃御祖神（おおつちの

みおやのかみ）
外

古くから山田原やまだのはら の鎮守の神でしたが、
外宮の鎮座以後は宮域の地主神、宮川堤防の守護神

ー 月夜見宮（つきよみのみ
こと）

月夜見尊
月夜見尊荒御魂

別
月読宮のご祭神と同じ。月夜見尊と月夜見尊荒御魂
を一つの社殿に合わせてお祀り

１
６ 風宮 級長津彦命/級長戸辺命 外 内宮別宮の風日祈宮のご祭神と同じ

最初の伊勢神宮正宮の鎮座地

内：内宮境内、月：月読宮、瀧：滝宮境内、別：別場所参照資料1-3：伊勢神宮別宮14社
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天
照
大
御
神
の
子
で
あ
る
天
之
忍
穂
耳
尊
（ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）の
后
に
な
る
神
で
あ
る
。
栲
幡
千
千
姫
命
は
瓊
瓊
杵
尊
を
生
み
、

天
孫
降
臨
へと
つ
な
が
る
（
参
照
資
料1-4

）。 

外
宮
は
豊
受
大
御
神
（ト
ヨ
ウ
ケ
オ
オ
ミ
カ
ミ
）を
祭
る
。
本
地
仏
は

胎
蔵
界
（た
い
ぞ
う
か
い
）大
日
如
来
と
さ
れ
た
。
ご
神
体
は「
鏡
」、
相

殿
は
、
天
児
屋
根
命
（ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
）
、
ご
神
体
は「
笏
（し
ゃ

く
）」。
太
玉
命
（フ
ト
ダ
マ
ノ
ミ
コ
ト
）、
ご
神
体
は「
宝
玉
（勾
玉
）」、
邇

邇
芸
尊
（ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）、
ご
神
体
は「
鏡
」で
あ
る
。
（
注
）
密
教
曼
荼
羅

に
関
し
て
は
コ
ラ
ム
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
天
児
屋
根
命
は
天
岩
戸
伝
承
で

祝
詞
（の
り
と
）を
奏
上
し
た
祝
詞
の
神
、
太
玉
命
は
天
岩
戸
伝
承
で
鏡

を
天
照
に
捧
げ
た
祭
祀
の
神
、
邇
邇
芸
尊
は
天
孫
降
臨
に
よ
り
高
千

穂
の
峯
に
降
臨
さ
れ
、
孫
の
イ
ワ
レ
ビ
コ
尊
が
神
武
東
征
に
よ
っ
て
初
代

天
皇
、
神
武
天
皇
と
な
る
。
内
宮
の
中
心
に
あ
る
心
御
柱
（し
ん
の
み
は

し
ら
）
が
内
宮
・外
宮
の
御
正
殿
で
天
照
大
御
神
の
ご
神
体
の
床
の
真
下

に
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
由
来
は
、「
天
皇
を
象
徴
す
る
も
の
、
天
皇
を
守

護
し
、
天
皇
に
国
を
守
護
し
て
も
ら
う
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
又
、
神

籬
（ひ
も
ろ
ぎ
）説
も
あ
る
が
、「
御
正
殿
の
位
置
を
明
確
に
す
る
も
の
」

と
い
う
の
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。 

斎
宮
（い
つ
き
の
み
や
）
は
内
親
王
や
女
王
と
い
っ
た
皇
室
に
連
な
る

女
性
が
選
ば
れ
、
潔
斎
を
行
い
な
が
ら
神
事
の
奉
仕
を
す
る
。
内
親
王

と
は
嫡
出(

ち
ゃ
く
し
ゅ
つ)

の
皇
女
お
よ
び
嫡
男
系
嫡
出
の
皇
孫
（天
皇

の
子
孫
）で
あ
る
女
子
を
い
う
。 

天
武
天
皇
時
、
斎
宮
制
度
（さ
い
ぐ
う
せ
い
ど
）
が
正
式
に
設
け
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ま
で
も
斎
王
は
天
照
大
御
神
の
御
杖
代
（
み
つ
え
し
ろ
：神
の

意
を
受
け
る
依
り
代
）と
し
て
奉
斎
（ほ
う
さ
い
：
身
を
清
め
て
神
仏
を

祀
る
こ
と
）し
た
。
天
武
天
皇
が
始
め
た
斎
宮
制
度
は
息
女
の
大
来
皇

女
（
オ
オ
ク
メ
ノ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
）か
ら
始
ま
る
。 

参照資料1-4：伊勢神宮（内宮、外宮）正宮の関係神系図

出典： 、「海道東征」をゆく（産経新聞社）、「古事記」 （竹田恒泰著、学研）

伊
邪
那
岐
神

伊
邪
那
美
神

山
神
＝
大
山
津
見
神

木
花
之
佐
久
夜
毘
売

（
神
阿
多
都
比
売
）

天
照
大
御
神

須
佐
之
男
神

・・・・

邇
邇
芸
尊

（
に
に
ぎ
の
み
こ
と
）

（神
倭
伊
波
礼
毘
古

命

（
神
武
天
皇
）

櫛
名
田
比
売

神世7代

表
筒
之
男
命

（
う
わ
つ
つ
の
お
の
み
こ
と
）

上
津
綿
津
見
神

（（
う
え
つ
わ
た
つ
み
の
か
み
）

中
筒
之
男
命

中
津
綿
津
見
神

底
筒
之
男
命

底
底
綿
津
見
神

建
御
雷
神

高
御
産
巣
日
神

神
産
巣
日
神

・・

万
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
（栲
幡
千
千
姫
命
）

（
よ
ろ
ず
は
た
と
よ
あ
き
つ
し
ひ
め
の
み
こ
と
）

天
忍
穂
耳
尊

（あ
め
の
お
し
ほ
み
み
の
み
こ
と
）

天
火
明
尊

（
あ
め
の
ほ
あ
か
り
の
み
こ
と
）

（
に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と
）

邇
藝
速
日
命

・・

別天神（ことあまつかみ：5柱）

天
忍
日
命

（あ
め
の
お
し
ひ
の
み
こ
と
）

大
物
主
神

伊
須
気
余
理
比
売

天
津
久
米
命

(

あ
ま
つ
く
め
の
み
こ
と
）

思
金
命
、
天
手
力
男
神
、
猿
田
毘
古
命
、

天
石
戸
岩
神
、
登
由
宇
気
神

降臨随伴神（13柱：古事記）

大
伴
氏
の
祖

大
来
米
命

物
部
氏
の
祖

道
臣
命

久
米
氏
の
祖

天
児
屋
根
命
（春
日
権
現
）

(

あ
め
の
こ
や
ね
の
み
こ
と
）

藤
原
氏
の
祖

天
種
子
命

天
宇
受
賣
命
、
伊
斯
許
度
売
命
、

布
刀
玉
命
（太
玉
命
）、
玉
祖
命

5伴諸 7警備神

火
神
＝
火
之
迦
具
土
神

高
倉
下
命

（
た
か
く
ら
じ
）

夢で知らせる

思
金
命

布
刀
玉
命

（太
玉
命
）
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第
三
話 

建
築
様
式
と
社
殿
配
置 

 
伊
勢
神
宮
の
正
殿
は
神
明
づ
く
り
と
い
う
伊
勢
神
宮
独
特
の
建
築
様
式
を
持
つ
（参
照
資
料1-5

）。
屋
根
の
千
木
（ち
ぎ
）と
鰹
木
（か
つ

お
ぎ
）、
平
入
り
、
萱
葺
（か
や
ぶ
き
）、
そ
し
て
棟
持
柱
（む
ね
も
ち
ば
し
ら
）

を
特
徴
と
す
る
。
神
社
建
築
の
最
初
で
あ
る
出
雲
の
大
社
造
り
と
は
構
造
、

土
台
、
心
柱
、
入
口
が
か
な
り
異
な
る
。 

千
木
は
出
雲
大
社
に
も
あ
り
、
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
千
木

を
持
つ
神
社
は
出
雲
大
社
、
伊
勢
神
宮
、
住
吉
大
社
、
春
日
大
社
と
そ
の
系

列
に
な
る
。
記
紀
に
掲
げ
る
中
核
の
神
を
持
つ
神
社
で
あ
る
。
外
削
ぎ
の
千

木
を
男
系
神
、
内
削
ぎ
千
木
は
女
性
神
を
祭
る
社
と
さ
れ
る
。
伊
勢
神
宮

で
は
、
内
宮
は
天
照
大
御
神
を
祭
る
の
で
内
削
ぎ
で
す
が
、
外
宮
は
豊
受
大

御
神
で
記
紀
に
は
女
性
神
と
書
か
れ
て
ま
す
が
、
外
削
ぎ
で
す
。
何
か
由
来

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

鰹
木
（
か
つ
お
ぎ
）は
、
も
と
も
と
は
屋
根
を
上
か
ら
押
さ
え
る
も
の
で
あ
っ

た
の
で
す
が
、
神
社
建
築
だ
け
に
残
さ
れ
て
、
装
飾
具
と
な
っ
て
い
ま
す
。
千

木
と
鰹
木
は
一
体
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
宮
は
十
本
、
外
宮
は
九
本
の

鰹
木
で
す
。
ち
な
み
に
、
大
社
造
り
の
鰹
木
は
三
本
で
す
。 

 

他
に
社
殿
の
屋
根
に
係
る
細
工
に
屋
根
頂
上
の
被
せ
蓋
（か
ぶ
せ
ぶ
た
）で

あ
る
甍
覆
（い
ら
か
お
お
い
）、
雨
漏
り
を
防
ぐ
た
め
の
覆
い
板
で
あ
る
障
泥

板
（
あ
お
り
い
た
）
、
切
妻
屋
根
の
端
に
つ
け
た
山
形
の
風
雨
防
止
の
板
で
破

風
（
は
ふ
）が
あ
る
。 

神
殿
への
入
口
は
平
入
で
あ
る
。
平
入
り
と
は
屋
根
の
流
れ
方
向
を
平
と

言
い
、
平
側
か
ら
建
物
に
入
る
形
式
を
平
入
り
と
言
う
。 

す
な
わ
ち
棟
（大

棟
）と
平
行
な
面
に
出
入
り
口
の
あ
る
形
式
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
出
雲
大

社
は
妻
入
り
で
あ
る
。 

参照資料1-5：神明づくり

◆神明造

神明造の構造は、掘立柱・切妻造・平入。
平側から入る「平入り」

鰹木（かつおぎ）

甍覆

棟持柱

千木

障泥板
（あおりいた）

切妻屋根の端につけた
山形の風雨防止の板

雨漏りを防ぐ
ためのおおい板

あおりを抑える止め板。
両側に貫く

屋根を上から押さえるものであった
のですが、神社建築だけに残されて、

装飾具となっています

屋根頂上の被せ蓋

破風
切妻屋根の端に
つけた山形の板

「鞭をかけた」と「御新線の
稲束をかけた」の2説あり

平入

出典：ウィキペディアから原図引用
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建
物
の
支
え
で
あ
る
棟
持
柱
（む
ね
も
ち
ば
し
ら
）は
掘
立
柱
で
あ
り
、
棟
の
南
北
で
本
殿
を
支
え
る
大
黒
柱
に
な
っ
て
い
る
。
掘
立
柱
と
は

直
接
土
に
埋
め
込
ん
だ
柱
で
あ
る
。
大
社
造
で
も
掘
立
柱
を
基
本
と
す
る
。
九
つ
の
柱
が
あ
り
本
殿
を
支
え
る
が
、
中
央
の
三
本
の
柱
は
中

央
に
あ
る
心
御
柱
（し
ん
の
み
は
し
ら
）を
宇
頭
柱
（う
ず
ば
し
ら
）が
両
側
か
ら
は
さ
み
大
黒
柱
と
す
る
。
明
ら
か
に
大
社
造
の
方
が
耐
久
性

が
優
れ
て
い
る
。
出
雲
大
社
の
大
社
造
は「
大
国
主
信
仰
」で
詳
述
す
る
。 

「
伊
勢
両
宮
曼
荼
羅
」に
よ
れ
ば
、
現
在
の
神
明
造
り
の
様
式
は
西
暦
千
六
百
年
以
降
に
出
来
上
が
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

参
照
資
料1-

6
の
室
町
時
代
の
伊
勢
参
詣
曼
荼
羅
に
は
棟
持
柱
が
見
え
な
い
し
、
妻
入
り
に
な
っ
て
お
り
、
大
社
造
に
倣
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。 

江
戸
時
代
の
伊
勢
参
宮
名
所
図
解
（図
表1-7

）に
は
棟
持
柱
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
神
明
造
の
建
築
様
式
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
作

ら
れ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
次
に
伊
勢
神

宮
の
社
殿
構
成
を
見

て
み
よ
う
。 

 

内
宮
、
外
宮
共
に

社
殿
配
置
は
基
本

的
に
同
じ
で
あ
る

が
、
大
き
な
差
は
、

瑞
垣
（み
ず
が
き
）内

の
御
正
殿
と
宝
殿
の

配
置
が
逆
に
な
る
こ

と
で
あ
る
（参
照
資

料1-8

）。
（千
木
も

内
宮
が
内
削
ぎ
で
、

外
宮
が
外
削
ぎ
で
あ

る
。
両
宮
の
祭
神
は

対
称
形
で
相
対
同
等

の
神
と
し
て
位
置
付

参照資料1-6：伊勢神宮参詣曼荼羅（室町時代）

外宮内宮
棟持柱はなく、

妻入

出典：ウィキペディアから原図引用

参照資料1-7：伊勢参宮名所図解（江戸時代） 現在の神明づくり

棟持柱

出典：ウィキペディアから原図引用
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け
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。 

参
照
資
料1-8

を
用
い
て
内
宮
を
中
心
に
垣
内
と
社
殿
配
置
を
解

説
し
ま
し
ょ
う
。
御
正
殿
は
四
つ
の
垣
根
で
護
ら
れ
て
い
る
。
一
番
外

側
か
ら
板
垣
（い
た
が
き
）、
外
玉
垣
（そ
と
た
ま
が
き
）、
内
玉
垣
、

瑞
垣
（み
ず
が
き
）で
あ
る
。
板
垣
の
内
側
が
垣
内
神
域
に
な
る
。「
不

浄
除
け
」と
し
て
蕃
塀
（ば
ん
ぺ
い
）が
東
西
南
北
に
配
置
さ
れ
る
。
こ

の
門
を
入
る
と
外
玉
垣
で
あ
る
。
こ
の
内
側
が
神
殿
と
な
る
。
南
北
の

外
玉
垣
門
に
は
宿
衛
屋
（
し
ゅ
く
え
い
し
ゃ
）を
配
置
し
、
神
職
に
よ

る
入
門
の
監
視
と
受
付
が
な
さ
れ
る
。 

 

外
玉
垣
を
入
る
と
、
玉
垣
内
に
な
り
、
神
様
の
魂
（た
ま
し
い
）が
お

わ
し
ま
す
所
か
ら
玉
垣
に
な
る
。
伊
勢
神
宮
で
は
中
重
鳥
居
（な
か

の
え
の
と
り
い
）と
四
丈
殿
（し
じ
ょ
う
で
ん
が
あ
る
。
神
宮
の
四
丈
殿

は
、
雨
天
の
時
に
主
に
使
用
さ
れ
る
社
殿
で
あ
り
、
主
に「
大
祓
（お

お
は
ら
え
）
」な
ど
の
行
事
に
使
用
さ
れ
る
。
四
丈
と
は
、
建
屋
の
大

き
さ
（丈
）を
表
し
て
い
ま
す
。
一
丈
と
は
十
尺
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

中
重
鳥
居
を
過
ぎ
内
玉
垣
門
を
入
る
と
、
瑞
垣
門
（み
ず
が
き
も

ん
）が
あ
り
、
瑞
垣
門
内
が
神
殿
域
で
あ
る
。
御
正
殿
と
東
西
宝
殿

が
あ
っ
る
。
西
宝
殿
に
は
、
神
宮
の
神
職
の
方
が
四
十
年
前
（前
回
の

そ
の
前
の
遷
宮
の
時
）に
奉
納
さ
れ
た「
古
神
宝
類
」
が
、
大
切
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。
神
宮
の
東
宝
殿
に
は
神
宮
で
の
行
事
で
あ
る「
月
次

祭
」「
神
嘗
祭
（に
い
な
め
さ
い
）」
等
で
、
天
皇
（皇
室
）
か
ら
の
勅
使
か

ら
奉
納
さ
れ
た
品
々
が
、
保
管
さ
れ
て
い
る
。
御
正
殿
に
は
、
天
照

大
御
神
（
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
）、
相
殿
神
と
し
て
天
手
力
男
神 

（ア
メ
ノ
テ
ヂ
カ
ラ
オ
ノ
カ
ミ
）
、
万
幡
豊
秋
津
姫
命 

（ヨ
ロ
ズ
ハ
タ
ト
ヨ

ア
キ
ツ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）を
祭
る
。 

 
 

参照資料1-8：伊勢神宮社殿配置

神宮の神職の方が
待機して、受付をす
る。
受付とは「参宮章」
を提示して御垣内へ
入室する許可を得る
ための受付です。

みなみしゅくえいしゃ：
神職がいる受付所

神宮の神職の方が
待機して、受付をす
る。
受付とは「参宮章」
を提示して御垣内へ
入室する許可を得る
ための受付です。

みずがき（本殿
を囲む垣根）

ばんぺい：不浄除け
みなみしゅくえいしゃ：
神職がいる受付所

西宝殿には、神宮の
神職の方が40年前
（前回のその前の遷
宮の時）に奉納され
た「古神宝類」が、大
切に保管されている

神宮の東宝殿には
神宮での行事である
「月次祭」「神嘗祭」
等で、天皇（皇室）か
らの勅使から奉納さ
れた品々が、保管。

神宮の四丈殿は、
雨天の時に主に使
用される社殿であり、
主に「大祓」などの
行事に使用される。
四丈とは、建屋の大
きさ（丈）を表してい
ます。

おきたまのかみ：正
宮の守護神である。

板垣の内側が
垣内神域

たまがき（神殿
を囲む垣根）

出典：ウィキペディアから原図引用
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コ
ラ
ム
：
「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
と
金
剛
界
曼
荼
羅
」 

 

 
弘
法
大
師
・
空
海
は
国
唐
代
の
密
教
の
高
僧
で
あ
る
恵
果
（け
い
か
）
に
師
事
し
、
真
言
密
教
の
奥
義
（お
う
ぎ
）
を
伝
授
さ
れ
日
本
に

持
ち
帰
る
。
そ
し
て
、
空
海
は
そ
の
密
教
を
絵
解
き
し
曼
荼
羅
に
表
し
た
。
曼
荼
羅
は
悟
り
の
境
地
を
絵
柄
で
示
し
た
も
の
に
な
っ
て
お

り
、
代
表
的
な
も
の
に
は
大
日
経
を
示
し
た「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
（た
い
ぞ
う
か
い
ま
ん
だ
ら
）」と
金
剛
頂
経
（
こ
ん
ご
う
ち
ょ
う
ぎ
ょ
う
）

を
示
し
た「
金
剛
界
曼
荼
羅
（こ
ん
ご
う
か
い
ま
ん
だ
ら
）」が
あ
り
ま
す
。 

 

「
金
剛
界
曼
荼
羅
」は
経
典
の「
金
剛
頂
経
」を
基
本
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
日
如
来
の「
智
慧
」を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い

う「
智
慧
」
と
は
真
理
を
明
ら
か
に
し
悟
り
を
ひ
ら
く
働
き
の
こ
と
を

云
い
ま
す
。
金
剛
と
は
、
如
来
が
悟
っ
た
智
は
堅
固
で
一
切
の
煩
悩
を

打
ち
砕
く
程
の
力
が
あ
る
と
い
う
意
味
で「
金
剛
」
と
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。「
金
剛
界
曼
荼
羅
」は
、
中
央
の「
成
身
会
（じ
ょ
う
じ
ん
ね
）」か
ら

始
ま
り
右
回
り
に
進
み
最
後「
降
三
世
三
摩
耶
会
」
ま
で
展
開
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
成
身
会
は
密
教
の
教
え
を
仏
様
で
表
し
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
大
日
如
来
を
中
心
に
大
日
如
来
・上
（西
）
の
阿
弥
陀
如

来
・ 

下
（東
）の
阿
閦
（あ
し
ゅ
く
）如
来
が
そ
れ
ぞ
れ
胎
蔵
界
の
仏

部
・蓮
華
部
・金
剛
部
を
示
し
、
向
か
っ
て
左
（南
）の
宝
生
（ほ
う
し
ょ

う
）如
来
を
宝
部
、
右
（北
）の
不
空
成
就
（ふ
く
う
じ
ょ
う
じ
ゅ
）
如
来

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。 

 
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
万
物
が
も
つ
各
々
の
個
性
、
特
徴
を
見
極
め
、

そ
の
個
性
を
活
か
す
知
恵
の
仏
、
阿
閦
如
来
さ
ま
は
仏
教
が
一
切
の

事
象
を
あ
り
の
ま
ま
に
分
け
隔
て
な
く
映
し
出
す
よ
う
に
、
一
切
を
あ

る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
、
分
別
を
し
な
い
智
恵
の
仏
、
宝
生
如
来
さ
ま

は
森
羅
万
象
を
平
等
に
観
る
智
恵
で
、
万
物
が
大
日
如
来
の
化
身
で

あ
り
、
平
等
の
仏
性
を
も
つ
事
を
覚
る
智
恵
の
仏
、
不
空
成
就
如
来
さ

ま
は
眼
耳
鼻
舌
身
の
五
感
を
正
し
く
統
御
し
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
得
ら

参照資料1-9：胎蔵界曼荼羅と金剛界曼荼羅

「胎蔵界曼荼羅」「金剛界曼荼羅」

出典： 仏教美術館

降
三
世
三
摩
耶
会

成
身
会

中
台
八
葉
院

四
仏
（
隅
）
、
四
菩
薩

（
辺
）
大
日
如
来
（
真
中
）

仏

普賢菩薩

宝幢如来

開敷華王
如来

阿弥陀如来

天鼓雷音
如来

弥勒菩薩

文殊菩薩

観自在菩薩

大日如来

②阿弥陀如来
①大日如来

③宝生如来
④不空成就如来

⑤阿閦如来
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れ
る
情
報
を
も
と
に
、
現
実
生
活
を
悟
り
に
向
か
う
べ
く
成
就
さ
せ
て
ゆ
く
智
恵
の
仏
で
す
。
大
日
如
来
さ
ま
は
永
遠
普
遍
、
自
性
清

浄
な
る
大
日
如
来
の
絶
対
智
で
あ
り
、
他
の
四
智
を
統
合
す
る
智
恵
で
あ
る
。
こ
の
五
智
五
仏
で
密
教
の
世
界
を
表
現
し
た
。
こ
の
心

理
を
明
ら
か
に
す
る
智
慧
で
人
々
を
救
済
す
る
方
法
と
悟
り
への
道
を
表
し
て
い
ま
す
。 

 

金
剛
曼
荼
羅
図
の
右
回
り
の
黄
色
線
、
こ
れ
は
人
々
を
救
済
す
る
方
法
の
順
序
を
こ
の
曼
荼
羅
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
反
対
に
降
三

世
三
昧
耶
会
か
ら
左
回
り
に
回
る
と
（金
剛
曼
荼
羅
図
青
色
線
）こ
れ
は
人
々
が
密
教
を
学
ぶ
順
序
を
表
現
し
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い

ま
す
。
大
日
如
来
が
ど
の
よ
う
に
変
身
し
て
私
た
ち
を
救
う
か
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
端
を
入
り
口
と
し
て
中
央
の
大
日

如
来
に
近
づ
い
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
現
実
世
界
を
貫
い
て
い
る
普
遍
的
な
理
法
で
す
。 

 

 

「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
」は
大
日
如
来
が
ど
の
よ
う
に
変
身
（対
応
）し
て
私
た
ち
を
救
う
か
を
表
し
て
い
る
。「
胎
蔵
曼
荼
羅
」に
描
か
れ
て

い
る
諸
尊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
の
意
義
を
発
揮
し
な
が
ら
、 

相
互
供
養
し
、
大
日
如
来
の
こ
の
世
の
全
て
の
生
命
を
生
か
す
大
い
な

る
生
命
な
ら
び
に
慈
悲
や
智
恵
を
分
担
し
、 

衆
生
を
救
済
し
、
悟
り
の
世
界
が
得
ら
れ
る
よ
う
衆
生
を
導
い
て
い
る
働
き
の
さ
ま
を

表
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
大
日
如
来
の
真
理
を
役
割
分
担
し
た
四
百
十
四
の
仏
で
表
し
た
理
の
世
界
の
象
徴
で
あ
る
。
上
記
絵
の
よ
う

に
十
二
の「
院
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
院
は
中
心
の
中
台
八
葉
院
か
ら
上
下
左
右
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
し
ま
す
。 

例
え
ば
、
中
台
八
葉
院
に
お
い
て
も
、
大
日
如
来
を
囲
む
四
仏
、
四
菩
薩
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
分
解
さ
れ
ま
す
。 

「
四
仏
」
を
見
る
と
、
宝
幢
如
来
（仏
性
に
目
覚
め
）→

開
敷
華
王
如
来
（修
行
）→

阿
弥
陀
如
来
（悟
り
）→

天
鼓
雷
音
如
来
（涅
槃
）
と

な
り
、
仏
を
手
伝
う
「
四
菩
薩
」
を
見
る
と
、
普
賢
菩
薩
（菩
提
心
）→

文
殊
菩
薩
（知
恵
）→

観
自
在
菩
薩
（慈
悲
）→

弥
勒
菩
薩
（未

来
）
と
い
う
よ
う
に
役
割
分
担
を
さ
れ
て
ま
す
。
こ
の
大
日
如
来
の
心
理
を
表
す
中
台
八
葉
院
の
役
割
が
衆
生
（人
々
）
へ役
割
を
以
て

分
解
さ
れ
、
繋
げ
た
図
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
大
日
如
来
が
変
身
さ
れ
て
、
如
来
の
心
理
と
現
実
世
界
の
普
遍
的
理
法
を
つ
な
い
で

悟
り
の
道
を
智
の
体
系
と
し
て
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
す
。 

 
                                                

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


